


本研究班では昨年度までにファロー血徴症,心房中隔欠損症,動脈管開存症,心室中隔欠損

症,肺動脈狭窄症心内膜床欠損症についての手術後の長期遠隔成績を追及し,それらについ

ての長期管理基準案を作成し,さらに大動脈縮窄症,大血管転位症(Mustard 手術)について

の手術後の長期遠隔成績を追求した。本年度はまず大動脈縮窄症と大血管転位症について

の長期管理基準案(表 1,2)を作成し,これをふくめて昨年度までに作製された各疾患に対

する管理基準案を通覧して最終的な管理基準案(表 10～17)を完成した。 


